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研究開発の成果

平成２９年度採択
インフレータケースの工法転換を実現させる高強度鋼板による超深絞り成形加工技術の構築

朝田金属工業株式会社（大阪府） 主たる技術： 精密加工に係る技術

車載エアバッグ用インフレータケース部品は、絞り成形に適した円筒形状だが成形限界を超えるアスペクト比と、
瞬間的爆発に対する耐高圧のために素材は延性の乏しい高強度鋼材のために、管素材を切断、片端に蓋
を装着してかしめ加工する複数工程により量産されている。しかし、品質・コスト等の競争力を維持するには、
格段に優れた新たな工法への転換が必要不可欠である。本開発では、５９０ｋN級高強度鋼板を使用し
たしごき成形を伴なう超深絞り成形加工により、インフレータケース部品の連続生産を実現させる。

■590kN級高強度鋼板の超深絞り成形技術開発
しごき成形法による超深絞り成形加工により、５９０ｋN級高強
度鋼板を使用したインフレータケース部品の成形工法を確立

■インフレータケース部品の連続生産自動化技術開発
連続生産による焼付き等成形不良発生を抑え、工程間の加工

品搬送システム最適化により生産サイクルタイム20spmを実現

■しごき成形不良発生予測技術開発
弾塑性有限要素法（静的陽解法）に導入した解析手法を開発

し、しごき成形過程で発生するわれ等成形不良を予測。
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590kN高強度鋼板による超深絞り成形過程（インフレータ部品）

インフレータ部品連続生産自動化

成形解析結果例


